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中
国
研
究
集
刊 

珠
号
（
総
五
十
九
号
）
平
成
二
十
六
年
十
二
月　

一
五
九
︱
一
六
五
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要（
十
三
）

椛
島
雅
弘

　

本
提
要
は
、『
中
国
研
究
集
刊
』
闕
号
（
総
五
十
八
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
二
）」
の
続
編
で

あ
る
。
今
回
は
、
中
文
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
書
の
中
で
未
だ
紹
介
し
て
い
な

い
も
の
を
、
国
内
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
た
。
以
下
、「
研
究
書
（
中
文

書
）」「
研
究
書
（
和
書
）」
の
二
つ
に
分
類
し
て
紹
介
す
る
。

研
究
書
（
中
文
書
）

『
戦
国
秦
漢
簡
帛
叢
考
』（
劉
楽
賢
著
、
文
物
出
版
社
、
二
〇

一
〇
年
十
一
月
）

　

著
者
に
よ
る
新
出
土
文
献
研
究
の
成
果
を
収
め
た
書
。「
戦
国

楚
墓
竹
簡
字
詞
考
釈
」「
戦
国
楚
墓
竹
書
初
探
」「
戦
国
秦
漢
《
日

書
》
研
究
」「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
叢
考
」「
漢
簡
叢
考
（
上
）」「
漢

簡
叢
考
（
下
）」「
相
関
問
題
研
究
」
の
計
七
部
で
構
成
さ
れ
る
。

　
「
戦
国
楚
墓
竹
簡
字
詞
考
釈
」
で
は
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
、

包
山
楚
簡
に
見
え
る
文
字
・
語
句
に
つ
い
て
筆
者
の
解
釈
を
述
べ

る
。「
戦
国
楚
墓
竹
書
初
探
」
で
は
、
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』『
性
自

命
出
』『
窮
達
以
時
』
や
上
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
の
釈
読
や
思

想
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。「
戦
国
秦
漢
《
日
書
》
研
究
」

で
は
、
九
店
楚
簡
、
睡
虎
地
秦
簡
、
孔
家
坡
漢
簡
の
『
日
書
』
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
。

　
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
叢
考
」
で
は
、
馬
王
堆
帛
書
の
中
で
も
、

主
に
『
式
法
』『
老
子
』
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。「
漢
簡
叢
考

（
上
）」
で
は
、
虎
渓
山
漢
簡
『
閻
氏
五
勝
』、
張
家
山
漢
簡
『
蓋

廬
』
等
、
陰
陽
及
び
数
術
に
関
係
す
る
文
献
を
中
心
に
取
り
上
げ
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て
検
討
す
る
。「
漢
簡
叢
考
（
下
）」
で
は
、
新
出
土
資
料
関
連
の

書
籍
の
解
説
等
を
収
録
す
る
。「
相
関
問
題
研
究
」
は
、
主
に
類

似
す
る
二
者
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
差
異
を
明

ら
か
に
す
る
。
例
え
ば
「
従
出
土
文
献
看
兵
陰
陽
」
で
は
、
新
出

土
文
献
の
中
で
、『
漢
書
』
芸
文
志
で
い
う
所
の
「
数
術
略
」
に

分
類
さ
れ
る
べ
き
文
献
（『
日
書
』、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
五
星

占
』『
天
文
気
象
雑
占
』
等
）
と
「
陰
陽
家
」
に
分
類
さ
れ
る
べ

き
文
献
（
銀
雀
山
漢
簡
『
曹
氏
陰
陽
』、
虎
渓
山
漢
簡
『
閻
氏
五

勝
』
等
）
を
提
示
し
、
両
者
の
差
異
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
『
簡
帛
数
術
文
献
探
論
』（
中
国
人
民
大

学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、『
馬
王
堆
天
文
書
考
釈
』（
中
山
大

学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
著
し
て
お
り
、
数
術
学
を
専
門
と

す
る
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
は
、『
日
書
』
を
は
じ
め

と
す
る
数
術
系
の
出
土
文
献
に
関
す
る
論
文
を
多
く
収
録
し
て
い

る
が
、
一
方
で
戦
国
楚
簡
の
字
句
解
釈
や
思
想
的
検
討
を
行
っ
た

論
文
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
特
徴
的
だ
と
い
え
る
。

『
当
代
中
国
簡
帛
学
研
究
（
１
９
４
９
―
２
０
０
９
）』

（
李
均
明
等
著
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

　

一
九
四
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
間
に
発
見
さ
れ
た
簡
牘
及
び

帛
書
に
つ
い
て
概
述
し
た
書
。「
簡
牘
典
籍
」「
簡
牘
文
書
」「
帛

書
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
る
。

　

上
編
「
簡
牘
典
籍
」
で
は
、
簡
牘
の
中
で
も
「
典
籍
」
に
分
類

さ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。
第
一
章
は
、
信
陽
長
台
関
楚
簡
か
ら

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
以
下
、
北
大
漢
簡
と
略
記
）
に
至
る
ま

で
の
簡
牘
典
籍
の
概
要
を
記
す
。
第
二
章
で
は
、
簡
牘
典
籍
の
研

究
史
、
文
字
、
符
号
、
形
制
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
章
で

は
、「
出
土
簡
牘
与
隷
変
研
究
」「
古
書
的
弁
偽
与
校
勘
」
と
い
っ

た
項
目
を
立
て
、
簡
牘
典
籍
が
持
つ
研
究
史
上
の
意
義
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

　

中
編
「
簡
牘
文
書
」
で
は
、
簡
牘
の
中
で
も
「
文
書
」
に
分
類

さ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。
第
一
章
で
は
、
望
山
楚
簡
・
包
山
楚

簡
等
、
計
八
十
三
個
の
項
目
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
記
す
。

第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
上
編
と
同
じ
よ
う
に
、
簡
牘
文
書
の
研

究
史
、
文
字
、
符
号
、
形
制
等
の
研
究
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

　

下
編
「
帛
書
」
で
は
、
主
に
馬
王
堆
帛
書
を
紹
介
す
る
。
第
一

章
で
は
、
ま
ず
帛
書
そ
の
も
の
に
つ
い
て
概
説
し
、
第
二
章
で
馬

王
堆
帛
書
に
関
す
る
内
容
を
述
べ
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、

『
周
易
』『
老
子
』
と
い
っ
た
文
献
の
先
行
研
究
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

す
る
。

　

本
書
は
、
膨
大
な
分
量
の
簡
牘
に
つ
い
て
概
述
す
る
一
方
で
、
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馬
王
堆
帛
書
の
み
一
章
を
費
や
し
て
、
文
献
ご
と
に
先
行
研
究
を

挙
げ
な
が
ら
詳
細
に
解
説
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
特
徴
的
で
あ
る

と
い
え
る
。

『
戦
国
楚
簡
研
究
』（
黄
人
二
著
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

一
二
年
十
一
月
）

　

著
者
に
よ
る
戦
国
楚
簡
研
究
（
一
部
漢
代
帛
書
研
究
を
含
む
）

の
成
果
を
収
録
し
た
書
。「
戦
国
楚
簡
文
字
釈
読
」「
戦
国
楚
簡
、

漢
代
帛
書
与
伝
世
文
献
」「
戦
国
楚
簡
与
中
国
経
学
、
先
秦
史
、

古
書
体
式
」
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
戦
国
楚
簡
文
字
釈
読
」
で
は
、
上
博
楚
簡
『
内
礼
』『
昭
王
毀

室
』『
昭
王
与
龔
之
準
』（
原
釈
文
で
は
、「
準
」
は
「
榫膲
」）『
鬼

神
之
明
』『
姑
成
家
父
』『
競
建
内
之
』『
鮑
叔
牙
与
隰
朋
之
諫
』

『
景
平
王
就
鄭
寿
』（
原
釈
文
で
は
『
平
王
問
鄭
寿
』）『
慎
子
曰
恭

倹
』『
君
人
者
何
必
安
哉
』
及
び
、
清
華
簡
の
第
一
分
冊
、
第
二

分
冊
所
収
の
文
献
の
文
字
・
語
句
解
釈
を
行
う
。

　
「
戦
国
楚
簡
、
漢
代
帛
書
与
伝
世
文
献
」
で
は
、
新
出
土
文
献

に
よ
っ
て
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
伝
世
文
献
の
文
字

や
本
文
の
解
釈
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。
例
え
ば
、「
従
郭
店
簡

《
語
叢
四
》
之
《
荘
子
》
引
文
論
其
内
外
雑
篇
之
性
質
」
で
は
、

郭
店
楚
簡
『
語
叢
四
』
の
「
竊
鉤
者
誅
、
竊
邦
者
爲
諸
侯
、
諸
侯

之
門
、
義
士
之
存
。」
と
、
こ
れ
に
類
似
す
る
『
荘
子
』
胠
篋
篇

の
文
章
と
を
用
い
て
校
勘
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
語
叢

四
』『
荘
子
』
の
文
献
的
性
質
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

　
「
戦
国
楚
簡
与
中
国
経
学
、
先
秦
史
、
古
書
体
式
」
で
は
、
新

出
土
文
献
研
究
の
う
ち
、
主
に
経
学
に
関
連
す
る
論
考
を
掲
載
す

る
。
例
え
ば
「
清
華
簡
《
寶
訓
》
通
解
」（「
寶
」
は
原
釈
文
で
は

「
保
」）
で
は
、『
保
訓
』
を
通
し
て
先
秦
時
代
に
お
け
る
道
統
説

の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
「
従
上
博
五
《
競
建
内
之
》

看
《
尚
書
》〝
高
宗
肜
日
，
越
有
雊
雉
〟
句
之
古
義
與
新
解
」
で

は
、
儒
家
経
典
で
あ
り
歴
史
書
で
も
あ
る
『
尚
書
』
商
書
の
「
高

宗
肜
日
、
越
有
雊
雉
。」
の
解
釈
を
、
上
博
楚
簡
『
競
建
内
之
』

や
他
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
推
測
す
る
。
ま
た
「
古
書
旁
行
邪
上

考
」
で
は
、
伝
世
文
献
や
新
出
土
文
献
に
見
え
る
「
体
式
」
の
中

で
も
、「
旁
行
（
い
わ
ゆ
る
分
欄
筆
写
。
分
欄
筆
写
と
は
、
例
え

ば
二
段
組
み
の
場
合
、
上
段
右
か
ら
上
段
左
に
筆
写
し
た
後
、
下

段
右
に
戻
っ
て
下
段
左
に
向
か
っ
て
筆
写
す
る
方
式
の
こ
と
を
指

す
）」
に
注
目
す
る
。

　

本
書
は
、
新
出
土
文
献
の
情
報
を
用
い
て
、
伝
世
文
献
の
文

字
・
語
句
を
再
検
討
す
る
点
に
特
色
が
見
え
る
。

（ 161 ）



『
戦
国
秦
漢
簡
牘
叢
考
』（
福
田
哲
之
著
、
白
雨
田
訳
、
花
木

蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

　

著
者
に
よ
る
新
出
土
文
献
研
究
の
成
果
を
収
め
た
書
。「
上
博

楚
簡
甲
乙
本
的
系
譜
研
究
」「
上
博
楚
簡
文
献
学
研
究
」「
漢
簡

《
蒼
頡
篇
》
新
資
料
的
研
究
」「
思
想
史
、
文
字
書
法
研
究
」
の
計

四
部
で
構
成
さ
れ
る
。

　

第
一
部
「
上
博
楚
簡
甲
乙
本
的
系
譜
研
究
」
で
は
、
上
博
楚
簡

の
中
で
も
、
異
本
（
甲
乙
本
）
が
存
在
す
る
『
君
人
者
何
必
安

哉
』（
第
一
章
）、『
凡
物
流
形
』（
第
二
章
）、『
天
子
建
州
』（
第

三
章
）
を
取
り
上
げ
、
主
に
書
風
と
い
う
点
か
ら
両
本
の
関
係
を

考
察
す
る
。

　

第
二
部
「
上
博
楚
簡
文
献
学
研
究
」
で
は
、
文
献
学
的
見
地
か

ら
上
博
楚
簡
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
四
章
で
は
、
文
字
の
字
体

を
根
拠
に
竹
簡
の
所
属
や
配
列
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
例
え
ば
、

『
内
礼
』
に
は
配
列
未
詳
で
分
篇
が
保
留
さ
れ
た
附
簡
一
簡
が
存

在
す
る
が
、
竹
簡
の
字
体
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
竹
簡

が
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
に
属
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
五
章

で
は
、『
孔
子
見
季
桓
子
』
簡
一
や
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
六
と

『
平
王
与
王
子
木
』
簡
一
の
編
聯
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第

六
章
で
は
、『
弟
子
問
』
中
の
孔
子
の
呼
称
が
す
べ
て
「
子
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、『
弟
子
問
』
は
『
論
語
』
の
編
集
に
お
い
て
主

要
な
位
置
を
占
め
た
、
直
弟
子
由
来
の
原
資
料
で
あ
る
こ
と
を
推

測
す
る
。

　

第
三
部
「
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
新
資
料
的
研
究
」
で
は
、
近
年
出

土
し
て
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
『
蒼
頡
篇
』
に
つ
い
て
言

及
す
る
。
第
七
章
で
は
、
水
泉
子
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
を
取
り
上
げ
、

『
蒼
頡
篇
』
が
『
説
文
解
字
』
以
前
の
小
学
書
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
。
第
八
章
で
は
、

敦
煌
漢
簡
、
居
延
漢
簡
、
阜
陽
漢
簡
、
水
泉
子
漢
簡
、
北
大
漢
簡

に
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
る
『
蒼
頡
篇
』
関
連
資
料
を
用
い
て
比
較
検

討
を
行
う
。

　

第
四
部
「
思
想
史
、
文
字
書
研
究
」
で
は
、
思
想
史
と
文
字
書

に
関
係
す
る
研
究
を
収
録
す
る
。
第
九
章
で
は
、
清
華
簡
『
尹

誥
』
を
取
り
上
げ
、『
孟
子
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
尹

誥
』
の
思
想
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
十
章
で
は
、「
氵
」

（
さ
ん
ず
い
）
に
つ
い
て
、
出
土
し
た
戦
国
後
期
の
銘
文
や
上
博

楚
簡
の
「
氵
」
に
注
目
し
て
、「
氵
」
の
成
立
過
程
を
探
る
。
第

十
一
章
で
は
、
東
牌
楼
東
漢
牘
の
情
報
を
援
用
し
つ
つ
、「
張
芝

の
草
書
」
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

本
書
の
大
半
は
、
日
本
で
既
発
表
の
も
の
を
ま
と
め
て
翻
訳
し

た
も
の
で
あ
り
、
文
字
学
、
文
献
学
的
視
点
か
ら
論
じ
る
研
究
が

大
半
を
占
め
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
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研
究
書
（
和
書
）

『
竹
簡
学
―
中
国
古
代
思
想
の
探
究
―
』（
湯
浅
邦
弘
著
、

大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
五
月
）

　

著
者
に
よ
る
新
出
土
文
献
研
究
の
成
果
を
収
め
た
書
。
具
体
的

に
は
、
上
博
楚
簡
、
清
華
簡
、
岳
麓
秦
簡
、
北
大
漢
簡
所
収
の
文

献
を
主
な
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。「
儒
家
思
想
と
古
聖
王
の
伝

承
」「
王
者
の
記
録
と
教
戒
―
楚
王
故
事
研
究
―
」「
新
出
秦
簡
・

漢
簡
に
見
る
思
想
史
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
冒
頭
に

「
竹
簡
学
用
語
解
説
」
を
、
末
尾
に
は
「
書
評　

陳
偉
等
著
『
楚

地
出
土
戦
国
簡
冊
〔
十
四
種
〕』」
を
附
す
。

　

ま
ず
「
竹
簡
学
用
語
解
説
」
で
は
、
新
出
土
資
料
を
扱
う
上
で

抑
え
る
べ
き
用
語
を
解
説
す
る
。「
簡
牘
」「
簡
帛
」
と
い
っ
た
基

本
用
語
の
み
な
ら
ず
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
劃
痕
」「
編
号
」

に
つ
い
て
も
項
目
を
立
て
て
解
説
し
て
い
る
。

　

第
一
部
「
儒
家
思
想
と
古
聖
王
の
伝
承
」
で
は
、
主
に
儒
家
思

想
に
関
係
す
る
新
出
土
文
献
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
序
章
で
は
、

出
土
し
た
竹
簡
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の
竹
簡
が
中
国
古
代
思
想
史

研
究
上
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

第
一
章
で
は
、
上
博
楚
簡
『
季
康
子
問
於
孔
子
』『
君
子
為
礼
』

『
弟
子
問
』
を
手
が
か
り
に
、
儒
家
思
想
に
お
け
る
重
要
単
語
の

一
つ
で
あ
る
「
君
子
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
、
上

博
楚
簡
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
を
取
り
上
げ
、
顔
淵
の
人
物
像
、
儒

家
集
団
と
俸
禄
・
仕
官
、
儒
家
系
文
献
の
形
成
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
上
博
楚
簡
『
挙
治
王
天
下
』
を

取
り
上
げ
、「
堯
舜
禹
」
と
い
っ
た
古
聖
王
の
系
譜
の
型
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
第
四
章
で
は
、
清
華
簡
『
程
寤
』
を
取
り
上
げ

て
、
そ
の
主
題
と
思
想
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

第
二
部
「
王
者
の
記
録
と
教
戒
―
楚
王
故
事
研
究
―
」
で
は
、

上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
る
楚
王
故
事
の
中
で
も
、『
荘
王
既
成
』『
申

公
臣
霊
王
』『
平
王
与
王
子
木
』『
平
王
問
鄭
寿
』『
昭
王
毀
室
』

『
君
人
者
何
必
安
哉
』
を
取
り
上
げ
、
計
六
章
に
わ
た
っ
て
考
察

す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
楚
の
王
、
太
子
、
貴
族
等
を

主
な
読
者
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
教
戒
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

第
三
部
「
新
出
秦
簡
・
漢
簡
に
見
る
思
想
史
」
で
は
、
近
年
発

見
・
発
表
さ
れ
た
竹
簡
の
中
で
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』、
銀
雀

山
漢
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」、
北
大
漢
簡
『
老
子
』
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
ま
ず
序
章
で
は
、
北
大
漢
簡
の
概
要
を
述
べ
る
。
第
一

章
で
は
、
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
を
取
り
上
げ
、
主
に
敦
煌
本

『
新
集
周
公
解
夢
書
』、『
日
書
』
と
比
較
検
討
し
、
そ
の
思
想
史

的
意
義
を
探
る
。
第
二
章
で
は
、
銀
雀
山
漢
簡
「
論
政
論
兵
之
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類
」
全
五
十
篇
の
中
で
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
文
献
で
あ
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
て
い
る
十
二
篇
に
注
目
し
、
そ
の
時
代
性
や
兵
学
思
想

史
上
の
特
質
を
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」

の
う
ち
、
興
軍
の
時
節
に
つ
い
て
述
べ
る
「
起
師
」
と
、
将
軍
の

持
つ
べ
き
資
質
に
つ
い
て
述
べ
る
「
将
義
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、「
論
政
論
兵
之

類
」
中
の
「
客
主
人
分
」「
奇
正
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
的

特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
五
章
で
は
、
北
大
漢
簡
『
老
子
』

の
「
道
経
」「
徳
経
」
の
前
後
関
係
や
、
他
本
と
の
語
句
の
異
同

を
手
が
か
り
に
、
北
大
漢
簡
『
老
子
』
の
文
章
的
特
質
、
思
想
的

特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

本
書
は
、『
竹
簡
学
』
と
題
す
る
よ
う
に
、
木
簡
学
に
比
べ
て

一
般
認
知
度
は
低
い
が
、
中
国
古
代
思
想
史
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
重
要
な
「
竹
簡
学
」
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
あ
り
、
近
年
陸
続

と
発
見
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
最
新
研
究
成
果
を
、
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
初
学
者
向
け
に
専
門
用
語
や
竹
簡

学
の
概
要
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
著
者
に
よ
る
竹
簡
の

実
見
報
告
を
載
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

『
地
下
か
ら
の
贈
り
物　

新
出
土
資
料
が
語
る
い
に
し
え

の
中
国
』（
中
国
出
土
資
料
学
会
編
、
東
方
選
書
、
二
〇
一
四

年
六
月
）

　

新
出
土
資
料
に
つ
い
て
解
説
し
た
書
。
主
に
初
学
者
を
対
象
と

し
て
お
り
、
全
二
章
、
四
十
六
節
（
加
え
て
コ
ラ
ム
一
節
）
を
立

て
て
そ
れ
ぞ
れ
分
担
解
説
す
る
。

　

第
一
章
「
出
土
資
料
で
わ
か
る
こ
と
」
で
は
、「
暦
」「
家
族
」

「
食
事
」「
貨
幣
」「
諸
子
百
家
」「
戦
争
」「
文
字
」「
医
学
」
等
、

多
様
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
墓
、
青
銅
器
、
簡
牘
、
帛
書
、
画
像
石

と
い
っ
た
出
土
資
料
か
ら
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し

た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
平
易
に
語
る
。

　

第
二
章
「
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
か
」
で
は
、
出
土
地
ご
と
に
項

目
を
立
て
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
資
料
が
出
土
し
た
の
か
紹
介

し
、
新
た
に
判
明
し
た
事
柄
を
述
べ
る
。

　

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
普
段
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
テ
ー
マ
や
出
土
物
に
対
し
て
も
、
項
目
を
立
て
て
解
説
す
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
中
国
古
代
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」

（
第
一
章
第
二
十
五
節
）
で
は
、「
六
博
」
と
い
う
双
六
の
よ
う
な

ゲ
ー
ム
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
「
長
安
と
固
原
」（
第
二
章

第
二
十
節
）
で
は
、
長
安
か
ら
出
土
し
た
南
北
朝
～
隋
唐
期
の
墓

誌
石
に
つ
い
て
、
井
真
成
墓
誌
だ
け
で
な
く
、
ソ
グ
ド
人
墓
誌
や
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百
済
遺
民
祢
氏
一
族
墓
誌
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

　

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
出
土
資
料
研
究
を
包
括
的
に
捉
え
た
初

の
概
説
書
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。

『
戦
国
秦
漢
出
土
術
数
文
献
の
基
礎
的
研
究
』（
大
野
裕
司

著
、
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

　

新
出
土
文
献
の
中
で
も
、
特
に
術
数
に
関
わ
る
文
献
を
対
象
と

し
た
研
究
書
。「
解
題
篇
」「
論
文
篇
」
の
二
部
で
構
成
さ
れ
る
。

　

第
一
部
「
解
題
篇
」
で
は
、
出
土
術
数
文
献
を
天
文
、
歴
譜
、

五
行
、
蓍
亀
、
雑
占
、
形
法
の
六
つ
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
歴
譜

以
外
の
五
つ
の
分
類
に
属
す
る
文
献
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
解
説

す
る
。

　

第
二
部
「
論
文
篇
」
で
は
、
計
四
章
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章

「
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
に
お
け
る
神
霊
と
時
の
禁
忌
」
で
は
、

主
に
神
霊
に
よ
る
タ
ブ
ー
（
禁
忌
）
と
い
う
観
点
か
ら
、
睡
虎
地

秦
簡
『
日
書
』
に
お
け
る
タ
ブ
ー
の
観
念
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま

た
、
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
の
神
霊
に
よ
る
タ
ブ
ー
の
独
自
性
の

背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
章
「
中
国
古
代
の
神
煞
」
で

は
、
神
霊
の
一
つ
で
あ
る
「
神
煞
」
に
つ
い
て
、
伝
世
文
献
及
び

各
地
か
ら
出
土
し
た
『
日
書
』
の
記
述
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察

す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
神
煞
は
、
日
の
「
吉
」
と

「
凶
」
両
方
を
支
配
す
る
神
（
つ
ま
り
神
煞
は
、「
吉
神
」
と
「
凶

煞
」
の
二
つ
の
性
質
を
有
す
る
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、

戦
国
秦
漢
時
代
の
出
土
術
数
文
献
に
見
え
る
神
煞
は
、
吉
神
と
し

て
の
神
煞
が
全
く
存
在
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
、「
吉
神
」
と
「
凶

煞
」
と
い
う
区
分
は
、
後
世
の
人
が
「
吉
神
」
と
し
て
の
神
煞
を

作
り
出
し
た
後
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
神
煞
観
の
変
化
は
、『
日
書
』
等
に
見
え
る
「
術
数

的
天
道
観
」
の
存
在
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

第
三
章
「『
日
書
』
に
お
け
る
禹
歩
と
五
画
地
の
出
行
儀
式
」

で
は
、
主
に
『
日
書
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
禹
歩
五
画
地
法
（
出

行
の
凶
日
に
ど
う
し
て
も
出
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
行
う

儀
式
の
一
つ
）
を
検
討
し
、
秦
代
の
禹
歩
五
画
地
法
か
ら
南
宋
以

降
の
速
用
縦
横
法
へ
の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
。
第
四
章
「
玉
女
反

閉
局
法
に
つ
い
て
」
で
は
、『
太
白
陰
経
』
に
見
え
る
最
古
の
玉

女
反
閉
局
法
（
禹
歩
五
画
地
法
と
類
似
す
る
儀
式
）
や
、『
武
経

総
要
』『
太
上
六
壬
明
鑑
符
陰
経
』『
景
祐
遁
甲
符
応
経
』
の
玉
女

反
閉
局
法
に
つ
い
て
、
校
勘
と
解
説
を
行
う
。

　

本
書
は
、
出
土
術
数
文
献
の
中
で
も
、
特
に
『
日
書
』
に
注
目

す
る
点
や
、
膨
大
な
数
に
上
る
出
土
術
数
文
献
を
分
類
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
解
説
を
加
え
て
い
る
（「
暦
譜
」
類
の
文
献
は
除
く
）
点

で
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
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